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ク
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プ
ル
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ョ
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主
主
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革
命
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?
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ク
ユ
主
義
に
お
け
る
プ

Y
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
の
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展
伺

I

1

堀

江

英

一
月
草
命
の
経
験
の
整
理

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
革
命
は
事
責
上
一
八
四
九
年
な
か
ば
に
経
っ
た
。
二
月
革
命
は
六
月
十
三
日
山
獄
窯
の
ク
デ
タ
ー
の
失
敗
て
、
一
二

月
革
命
は
七
月
二
十
三
日
の
ラ

7
z
F
ッ
卜
の
陥
落
て
、
敗
北
に
終
っ
た
。
そ
し
て
一
八
王
年
十
一
一
月
の
ル
イ
H
H
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
グ

ー
デ
グ
l
て
、
ヨ

1
ロ
y

パ
は
ふ
た
た
び
反
動
の
支
配
に
か
え
っ
て
い
っ
た
。

Y

ル
ク
ス
と
エ
〆
グ
ル
ス
は
早
速
、
つ
ぎ
に
き
た
る
べ
き
革
命
に
モ
な
え
て
、
み
ず
か
ら
が
参
加
し
指
導
し
た
革
命
の
経
験
を
整
理

し
、
モ
の
な
か
か
ら
教
訓
を
ひ
き
だ
そ
う
と
し
た
。
マ
ル
ク
ス
ー
ェ
ン
ゲ
ル
ス
は
士
ず
「
共
産
主
義
者
同
盟
へ
の
中
央
委
員
舎
の
呼
び

か
け
』
第
一
回
(
一
八
五
U
年
三
月
。
以
下
『
共
産
主
義
者
同
盟
へ
の
呼
び
か
け
』
4

と
か
く
〉
を
裂
し
、

マ
ル
ク
ス
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
経
験
を

整
理
し
て
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』

二
年
)
を
か
き
、

エ
Y
H
ル
ス
は
ド
イ
ゲ
革
命
を
分
捲
L
て
『
ド
イ
ツ
憲
法
敬
役
』

(
一
八
豆
O
年
)
と
『
ル
イ
・
ポ
ナ
パ
ル
ト
の
一
ノ
リ
F

メ
ー
ル
十
八
日
』
(
一
八
王
一

l
五

・
『
革
命
と
反
革
命
』

(
一
八
五
O
年
)

(
一
八
E

一



ー
玉
一
一
年
)
さ

b
に
「
ド
イ
ツ
農
民
敬
雫
』

(
一
八
王
O
年
)
を
か
い
た
。

一
八
五

O

五
二
年
は
マ
ル
ク
λ

と
エ

Y
グ
ル
ス
が
最
も
多
〈
の
政
治
論
文
を
か
き
か
れ
b
の
政
治
理
論
を
完
成
し
て
い
っ
た
時
奴

て
あ
っ
亡
、
モ
の
の
ち
の
経
済
理
論
完
成
期
と
針
照
し
亡
マ
片
グ
ス
主
義
確
立
の
豆
嬰
た
時
期
金
構
成
し
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
H

エ
ン

ゲ
ル
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
も
ほ
ぼ
こ
む
時
期
に
一
隆
の
完
成
を
み
る
と
い
っ
て
さ
し
っ
か
え
な
か
ろ
う
ロ
わ
た
し
は
三
月
革
命

白
経
験
が
こ
己
で
ど
の
よ
う
に
結
賢
し
た
か
を
、
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

マ
ル
グ
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
共
産
主
義
者
同
盟
へ
の
呼
び
か
け
』

(
一
八
五

O
年
三
月
)

『
共
産
主
義
者
同
盟
へ
の
呼
び
か
け
』
は
、
正
確
に
は
、
三
一
月
革
命
心
経
験
の
総
括
で
な
く
、
新
し
い
革
命
へ
の
呼
び
か
け
て
あ
っ

た
0

マ
ル
ク
λ

C

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
一
八
五

O
年
な
炉
ば
に
い
た
る
士
て
新
レ
い
革
命
の
高
揚
期
が
ち
か
ず
い
亡
い
る
と
み
て
い
た
(
マ

ル
ク
ス
・

z

y
ゲ
ル
ス
は
一
八
五

O
年
な
か
は
に
と
の
見
解
を
す
亡
、
そ
の
た
め
共
産
主
義
者
同
盟
は
Y

一
ル
ク
ス

u
エ
ン
グ
ル
ス
多
数

汲
と
す
ィ
リ
ヒ

n

Y
ャ
ッ
パ

l
少
数
紙
に
分
裂
し
た
。
〕
モ
こ
て
、

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
は
こ
の
新

L
い
革
命
高
揚
期
に
お
け
る

プ
ロ

V

グ
リ

7
1
ト
の
戦
術
を
あ
た
え
た
が
、
そ
と
に
は
三
月
革
命
の
経
験
が
闘
争
ご
と
に
結
賢
し
亡
い
る
。
己
の
「
共
産
主
義
者
同
車

へ
り
呼
び
か
け
』
む
た
か
J

し
は
、
「
共
産
禁
宣
言
』
の
な
か
で
暗
示
さ
れ
た
プ
ル
d
ョ
ナ
革
命
の
プ
ロ

V
F
リ
ア
革
命
へ
白
登
展
特
化

白
理
論
が
敢
術
に
ま
で
わ
た
っ
て
く
わ
し
く
展
開
さ
れ
亡
何
回
台
。
己
の
理
論
は
こ
こ
で
は
じ
め
て
γ

ル
ク
ス

u
エ
ン
グ
ル
ス
に
よ
っ
て

「
永
槙
革
命
」
論
と
な
ず
け
ら
れ
亡
ト
る

l
lプ
ロ
レ
グ
リ

7
l
ト
の
「
関
心
替
は
、

『
永
績
革
命
』
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
h
v
L
(
と
の
論
文
は
圏
民
女
庫
版
『
共
産
瀧
宣
一
育
・
共
産
主
義
司
原
理
』
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
二

O
京
、
さ

ι陀
一
一

O
瓦
参
照
)
。

I 

示

額

草
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論

マ
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Z
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マ
ル
ク
ス
U

エ
ン
ゲ
ル
λ

の
フ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
軍
命
理
論

第
七
十
六
巻

五
O 

耳事

現

O 

ド
イ
ツ
の
小
プ
ル
デ
ョ
ア
的
民
主
翼
は
、
都
市
心
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
住
民
の
大
多
数
、
小
商
γ

ム
業
者
、
手
工
業
を
ふ
く
ん
ぜ
い
る
ば
か

り
て
た
く
、
農
民
平
、
都
市
の
潤
立
的
プ
ロ

ν
グ
リ
ア
ト
心
援
助
を
う
る
に
W
た
つ

τ
い
な
い
農
村
プ
ロ
レ
グ
リ
ア

l
ト
主
ふ
く
ん

で
、
は
な
は
だ
優
勢
で
あ
る
(
前
掲
書
一
O
八
頁
)
。
し
か
も
民
士
有
馬
す
友
わ
ち
一
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

ω黛
は
ま
ず
ま
ず
組
織
さ
れ
て
い
つ

た
の
は
、
持
働
者
黛
は
ぜ
い
ぜ
い
地
方
的
目
的
の
た
め
に
個
々
の
地
方
医
組
織
さ
れ
る
に
と
ど
ま

p
、
全
般
的
社
運
動
て
は
完
全
に
小

プ
ル
ジ
ョ
寸
民
主
主
義
者
の
支
配
と
指
導
と
を
う
け
る
に
い
た
っ
て
い
る
(
前
掲
書
一

O
王
頁

)
O
L
か
し
「
ド
イ

y
臼
自
由
主
義
的
ブ
ル

ジ
ョ

7
た
ち
が
一
八
四
八
年
に
人
民
に
た
悼
し
て
演
じ
た
役
割
、
己
の
き
わ
め
て
裏
切
的
社
技
割
は
、
さ
し
せ
ま
っ
た
#
命
に
お
い
て

は
、
今
日
、
野
黛
と
し
て
、
一
八
四
七
年
以
前
の
問
由
主
義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
た
ち
と
同
じ
地
位
を
し
め
て
い
る
民
主
的
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア

た
ち
に
よ
っ
て
ひ
き
つ
が
れ
る
で
あ
ろ
う
し
(
前
掲
書
一
O
七
頁
)
。
か
れ
b
は
プ
ル
ジ
ョ

7
革
命
て
自
分
の
目
的
を
た
つ
す
る
と
と
も
に
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
開
座
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
歴
史

ω
必
然
て
あ
る
。

な
ど
と
は
毛
頭
考
え
ず
、
現
在
の
枇
舎
を
て
き
る
だ
け
閏
ハ
J
b
に
が
ま
ん
の
で
き
る
、
そ
し
て
快
適
左
も
の
に
す
る
よ
う
な
、
そ
う
し

「
民
主
主
義
的
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
革
命
的
プ
ロ
レ
グ
リ

7
の
た
め
に
全
祉
舎
を
賢
一
早
し
よ
う

た
程
度
の
杜
曾
般
態
の
蟹
更
を
め
ざ
し
て
努
力
す
る
」

1
1官
僚
の
縮
小
に
よ
る
闘
費
の
節
約
・
大
地
主
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
と
に
主

要
な
租
殺
を
縛
穣
す
る
己
と
、
.
大
資
本
に
劃
し
て
小
資
本
を
ま
も
る
た
め
の
官
設
信
用
機
関
と
高
利
取
締
法
・
同
じ
目
的
の
た
め
の
相

抽
胴
権
白
制
限
・
封
建
的
大
土
地
所
有
心
一
掃
在
ど
、
そ
し
て
モ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
の
「
彼
ら
と
モ
の
盟
友
た
る
農
民
と
を
多
数
汲
に

す
る
民
主
的
岡
家
組
織
と
、
閏
治
鰭
財
産
お
よ
び
現
在
官
僚
に
上
っ
て
行
使
さ
れ
て
悼
る
一
連
の
機
能
に
た
い
す
る
直
接
の
統
制
樫
を

彼
b
D
手
に
あ
た
え
る
民
主
的
自
治
鐙
制
度
」
(
前
掲
書
一

O
九
一
良
)
。
要
す
る
に
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
共
産
品
識
の
要
求
』
が
列
血
帯
し
た
よ

う
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
援
革
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
レ
グ
リ

7
的
資
革
て
は
あ
り
え
な
い
。
小
プ
ル
ジ
ョ

7
ジ
ー
は
プ
ル
ジ
ョ
ナ
的
受
革
に
と



ど
ま
る
が
、
プ
ロ

ν
グ
リ
ア

l
ト
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
俊
平
を
遇
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
援
革
に
ま
で
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

可マ

ル
グ
ス

u
エ
ン
グ
ル
ス
は
書
い
て
い
る
|
|

「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
民
主
黛
に
た
い
す
る
革
命
的
勢
働
者
黛
の
関
係
は
こ
う
だ
、
ー
ー
す
な
わ
ち
、
革
命
的
勢
働
者
績
は
そ
の
打
倒
安
め
ざ
し
て
い

る
分
波
(
絶
封
王
政
筆
者
)
に
劉
抗
し
て
、
こ
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
民
主
黛
と
提
携
す
る
が
、
民
主
黛
が
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
自
身
の
列
企
に
な
る

よ
う
に
自
分
の
地
位
を
は
か
る
問
題
で
は
、
こ
と
ご
と
く
と
の
民
主
黛
と
釘
立
「
る
も
の
で
あ
る
」
(
前
掲
害
一

O
一八頁)。

寸
共
産
黛
宣
言
』
白
「
ド
イ
ツ
の
プ
ル
デ
ョ
ナ
革
命
は
プ
ロ

V

グ
リ

7
革
命
の
直
接
白
序
曲
と
た
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
」
(
前
掲
寄
七

四
頁
)
?
乙
い
う
暗
示
的
な
永
績
革
命
論

l
l
『
共
産
業d
宣
言
』

U
構
成
か
ら
い
え
ば
、

第
四
査
の
ド
イ

y
の
プ
ル
日
ョ

7
平
命
に
お
け

る
共
産
主
義
者
の
任
務
か
ら
第
二
章
の
プ
ロ
レ
グ
り

7
l
ト
の
終
局
任
務
へ
の
橋
渡
し
む
問
題
が
、
あ
た
ら
し
い
客
視
情
勢
の
も
と
て

民
主
面
か

b
提
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
小
ゾ
ル
♂
ョ
ア
ジ
に
た
い
す
る
ア
ロ
レ
グ
リ
ア
l
ト
の
、

そ
し
て
と
く
に

「
同
県
白
態

度
」
の
問
題
ゼ
あ
っ
た
。

][ 

示
額
革
命
の
鞍
術

マ
ル
ク
ス
ー
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
白
プ
ロ
レ
グ

U
7
革
命
へ
の
殻
展
特
化
と
い
う
プ
ロ
レ
タ
り

7
1
ト一

ω任
務
を
ブ
ル

ジ
ョ

7
革
命
心
一
一
一
つ
白
設
展
段
階
に
憶
じ
て
破
術
尚
に
規
定
し
て
い
る
。

記
釣
王
政
支
配
段
階

小
プ
ル
チ
ョ

7
民
主
主
義
者
が
プ
ロ
レ
グ
り
寸
ト
と
お
念
じ
よ
う
に
腿
迫
さ
れ
て
い
る
絶
封
王
政
支
配
段
階
ぞ
は
、
小
プ
ル
ジ
ョ

寸
民
主
主
義
者
は
プ
ロ

μ

グ
リ

7

ト
に
提
携
と
和
解
を
申
込
み
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

l
kー
を
か
れ
ら
の
民
主
黛
の
左
か
に
と
か
し
と
も

う
と
す
る
が
、
プ
ロ
レ
グ
リ
ナ
ト
は
こ
の
提
携

t
L
Uぞ
け
な
け
れ
ば
在
ら
た
い
。

マ
ル
ク
ス
H

エ

yr
ル
ス
は
こ
の
問
題
を
つ
ぎ

マ
ル
ク
ス
ー
ェ
ン
ヂ
ル
ス
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
理
論

第
七
十
六
巻

五

li' 

邑官



マ
ル
ク
ス

u
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
理
論

部
七
十
六
巻

2 

章一一一暁

心
よ
う
に
定
式
化
し
て
い
る

1il

「
第
働
者
、
と
り
わ
け
同
盟
は
、
公
認
の
民
主
、
主
義
者
と
な
ら
ん
で
、
現
働
者
認
の
調
立
の
秘
給
組
織
と
公
然
の
組
織
と
を
つ
く
り
あ
げ
、
各
町
山
乞
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア

1
十
の
地
位
と
利
害
と
が
リ
ア
ル
ジ
ョ
ア
的
諸
形
州
習
を
は
な
れ
て
論
議
さ
れ
る
傍
倒
者
協
舎
の
中
心
お
よ
び
中
核
に
す
る
よ
う
に
、
つ
と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
前
喝
書
一
一
二
頁
)
。

マ
ル
ク
ス

n
z
y
グ
ル
ス
は
、
小
プ
ル
ジ
司

7
民
主
誌
と
は
濁
立
の
努
働
者
協
舎
を
つ
〈
り
、
モ
れ
を
「
濁
立
心
秘
密
組
織
と
公
然

り
組
織
」
と
を
も
っ
持
働
者
設
の
各
班
て
指
導
す
る
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
グ
ル
ス
と
は
=
一
月
革
命
も

b
わ
り

に
ち
か
ず
い
た
一
八
四
九
年
凶
月
に
す
て
に
こ
の
方
針
士
撃
明
し
て
、
民
主
紫
ラ
イ
ン
州
委
員
舎
を
蹴
返
し
た
。

四
月
十
五
日
に
の
っ
た
『
民
主
薬
ラ
イ
ン
州
委
員
合
防
抵
の
盤
明
」
は
こ
う
普
い
て

h
る
l

|
「
民
主
黛
の
組
織
は
あ
主
り
に
多
〈
の

異
質
的
分
子
主
内
部
に
ふ
く
ん
で
い
る
り
て
、
主
要
な
目
的
に
有
数
な
活
動
を
な
し
え
な
い
、
と
有
国
々
は
み
と
め
る
。

E
口
々
は
む
し
ろ
、

同
一
の
分
子
ゲ
り
成
立
し
て

W
る
持
働
者
協
合
の
よ
り
緊
密
な
連
絡
を
ま
ず
え
ら
ぽ
な
け
れ
ぽ
定

b
な
い
」
(
マ
ル
ク
ス
U

エ
ン
ゲ
ル
ス

選
集
第
一
一
一
巻
玉
二
八
頁
)
と
。
革
命
の
経
験
モ
む
も
の
の
な
か
か

b
、
プ
ロ
レ
タ

F
7
黛
の
組
織
論
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
新
一
フ
イ
y
新
開
』

詰
林
健
太
郎
氏
自
論
文
『
=
刀
革
命
正
一
位
曾
主
義
』
(
西
井
市
民
間
半
亙
)
は
、
つ
ぎ
の
摂
刀
を
お
か
し
て
い
る
。
第
一
に
‘
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス

は
、
三
月
革
命
を
通
じ
て
、
林
氏
の
い
う
よ
う
に
、
「
自
ら
努
働
者
闘
樫
の
中
に
入
っ
て
行
〈
こ
と
は
せ
ず
、
事
b
小
プ
ル
的
な
民
主
主
義
回
世
の

最
左
翼
と
し
て
の
み
行
動
1
た
」
(
前
掲
論
文
一
四
頁
)
の
で
な
か
ヲ
売
。
林
氏
は
事
貨
を
金
〈
あ
や
ま

p
ワ
た
え
て
い
る
。
第
三
に
、
ヱ
ン
ゲ
ル
ス

が
『
共
産
主
義
的
同
盟
の
躍
史
』
の
な
か
で
ボ
パ
ン
に
あ
た
え
た
酷
評
に
ワ
い
て
、
そ
れ
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
第
働
組
合
前
だ
と
曲
解
し
て
い
る
。
ェ

ン
ゲ
ル
ス
は
勢
働
組
合

E
非
難
し
て
い
る
の
で
な
〈
、
ポ
ル
シ
の
「
第
働
者
親
睦
舎
」
が
プ
ロ
レ
夕
刊
J

ア
ー
ト
を
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
影
響
h
r
b

き

D
は
な
す
凋
自
的
組
織
で
な
か
っ
た
こ
と
、
の
ち
の
表
担
を
用
い
れ
ば
プ
ロ
レ
夕
刊
J

ア
政
黛
を
労
働
組
合
に
解
消
す
る
見
解
を
、
非
難
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
「
と
の
親
睦
舎
の
長
け
に
質
表
し
た
丈
書
の
な
h
に
は
阿
業
組
合
の
思
ド
出
L
希
望
、
ル
イ
・
プ
ラ
ン
や
プ
ル

1
ド
ン
白
恩
湿
の

断
片
や
保
護
闘
枯
主
輯
隼
が
い
り
み
だ
れ
て
い
る
」
(
エ
ン
ゲ
ル
λ

『
共
産
主
義
者
同
盟
の
歴
史
』

1
1
マ
ル
ク
メ
日
エ
シ
ゲ
ル
ス
選
集
第
二
容
四



四
六
頁

マ
ル
ク
ス
U

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
こ
て
小
フ
ル
ジ
ョ
7
的
民
主
黛
と
の
提
携
を
舌
定
し
て
い
る
の
で
は
た
い
。

品
目
働
者
草
は
そ
の
打
倒
を
め
ざ
し
て
い
る
分
択
に
封
抗
し
て
、
こ
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
氏
、
正
背
骨
と
扶
携
す
る
」
(
前
向
)
の
で
あ
る
。
プ

も
ち
ろ
ん
、

「
革
命
的

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ナ
的
影
響
か

b
猫
立
し
た
漏
聞
の
政
黛
と
し
て
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
民
主
翼
と
提
携
し
て
、
ブ
ル
U
ョ
ナ

革
命
を
遂
行
す
る
の
で
あ
る
。

革
命
的
闘
争
段
階

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
が
暴
動
の
あ
hv
だ
沿
よ
び
そ
の
直
後
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
要
な
黙
は
一
一
つ
あ
る
。
第
一
に
は
、
勝

利
し
た
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
翼
は
か
な
ら
ず
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
武
装
解
除
を
要
求
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
れ
に
封
し
て
プ
F

レ
グ
リ
ブ
ー
ト
は
プ
ル
ジ
ョ

7
民
主
主
義
者
の
影
響
を
根
絶
し
て
問
ら
を
即
時
務
立
に
組
織
し
て
そ
れ
を
武
装
さ
せ
怠
け
れ
ば
た
b
左

い
1

1
「
全
プ
ロ
レ
グ
り
7
l
p
の
武
装
が
即
時
賀
行
さ
れ
友
け
れ
ば
な

b
な
い
」

(
「
共
産
黛
宣
言
・
共
産
主
義
の
原
理
』

l
i岡
民
文
庫

版
一
一
四
頁
)
。
第
二
に
は
、
プ
巳
レ
グ
H
7
1
ト
は
、

「
新
し
い
公
け
日
政
府
と
た

b
ん
て
・
・
自
分
た
ち
の
革
命
的
野
働
者
諸
政
府

を
樹
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
・
民
主
的
政
府
が
、
即
座
に
持
働
者
の
後
楯
を
う
し
た
う
よ
う
に
す
る
ば
か
り
で
た
く
、

は
じ
め
か
ら
努
働
者
の
金
大
衆
が
背
後
陀
つ
い
て
い
る
公
権
の
監
闘
と
威
感
一
と
の
も
と
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
怠
け
れ
ば
な

b
な

い
」

(
前
掲
寄
一
一
一
一
一
l
i囚
頁
)

0

マ
ル
グ
ス

u
エ
Y
グ
ル
ス
は
、
こ
こ
で
す
で
に
、

ロ
シ
ア
の
二
月
革
命
か

b
十
月
革
命
に
い
た
る
ニ
豆
様
力
の
あ
の
レ
ニ
ン
戦
術

ー

l
い
わ
ゆ
る
四
月
テ
ー
ゼ
の
前
提
僚
件
を
、
規
定
し

τい
る
。

一
一
重
権
力
段
階

マ
ル
ク
ス
日
エ
ソ
ザ
ル
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
草
倫
理
論

第
七
卜
六
巻

五

第

競



マ
ル
ク
ス
日
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
理
論

静
七
十
六
巻

五
回

第

官

r'1 

小
ブ
ル
ジ
ョ

7
の
新
L
H
公
け

ω
政
府
と
革
命
的
持
働
者
政
府
の
並
立
す
る
段
階
を
、
の
も
の
一
レ
ェ
ン
の
一
用
語
に
し
た
が
っ
て
、

二
豆
権
力
段
階
と
よ
ぶ
こ
と
と
し
よ
う
。
新
政
府
は
あ
た
ら
し
い
地
歩
J

ピ
か
た
め
る
と
、
た
だ
ち
に
勢
働
者
に
針
し
て
戟
い
を
い
ど
ん

て
く
る
で
あ
る
う
が
、
そ
の
場
合
白
散
術
を
マ
ル
ク
ス
日
エ
ン
ヂ
ル
ス
は
規
定
し
て
い
る
。

ま
ず
第
一
に
、
「
持
働
者
が
潤
自
に
グ
ラ
ブ
一
に
組
織
さ
れ
結
集
さ
れ
て
い
る
己
と
」
、
し
か
も
「
運
動
白
根
線
地
に
設
げ
す
d

れ
た
指
導

部

ωも
と
に
持
働
者
タ
フ
プ
を
結
集
す
る
」
こ
と
、
が
必
要
で
あ
る
(
前
掲
書
二
王
頁
)
。
第
二
に
、
営
仲
間
お
こ
一
ツ
て
く
る
圏
民
代
表

機
闘
の
選
患
に
つ
い
て
は
、
野
働
者
が
こ
の
選
皐
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
た
ら
ず
、
ま
た
曲
目
働
者
候
補
を
「
プ
ロ
レ

グ
リ

7
l
ト
白
革
命
的
立
場
と
黛
山
見
地
と
を
公
衆
に
し
め
」
す
た
め
に
た
て
、

二

五

二

六

頁

)
0

民
主
沃
が
分
裂
し
反
動
訴
に
勝
利
の
可
能
性
を
あ
た
え
は
し
な
い
か
と
案
じ
て
は
な
ら
な
い
。

語
ロ
シ
ア
目
メ
ン
シ
ヱ
ゲ
ィ
キ
は
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
T
炉
建
げ
は
し
な
い
か
と
お
そ
れ
た
が
、
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ま
さ
し
く
反
動
の
と
唱
と
を

い
ヲ
て
い
る
ロ
レ
1
-
ン
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
停
紡
に
た
だ
し
く
の
っ
て
い
る
。

そ
の
選
出
を
は
か
ら
た
け
れ
ば
な

b
た
い
(
前
調
書

マ
ル
ク
只
n

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
者
と
品
目
働
者
と
が
衝
突
す
る
問
題
を
あ
げ
て
、
そ
れ
を
、

て
た
び
た
び
述
べ
て
き
た
「
単
一
不
可
分
の

F
イ
ツ
共
和
園
」
の
問
題
で
あ
り
、
第
-
一
は
封
建
制
度
の
撤
慶
の
問
題
て
あ
る
、
と

L
τ

一
つ
は
い
ま
ま

乙
の
第
二
の
問
題
は
と
く
に
重
要
で
あ
る
か

b
、
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

し
τ

h
る
よ
う
に
、
農
民
に
封
建
的
領
地
主
自
由
財
産
と
し
て
あ
た
え
、

い
る
。

か
し
農
業
プ
ロ
レ
グ
リ

γ

ト
を
〈
の
ま
ま
に
の
こ
ず
で
あ
ろ
う
。

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
は
、
ソ
ヲ
ン
ス
大
革
命
が
詮
明

か
れ
ら
を
小
フ
ル
ジ
ョ
一
ノ
的
農
民
階
級
に
樽
化
す
る
が
、
し

マ
ル
グ
入

1

エ
ン
ゲ
ル
λ

は
つ
ぎ
心
上
う
に
結
論
し
て

W
る

1
l

「
務
働
者
は
農
業
フ
ロ
レ
タ
リ
プ
ー
ー
の
た
め
、
主
た
彼
ら
自
身
の
た
め
に
、
こ
う
し
た
計
霊
に
反
封
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
没
牧
さ
れ

た
財
産
を
園
有
財
産
と
し
て
保
存
し
、
勢
働
者
向
岨
足
也

l
l逼
合
し
た
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
1
ト
が
大
規
模
農
業
の
あ
ら
ゆ
る
利
耕
を
麓
揮
し
つ
つ
耕

作
す
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
共
有
財
産
の
原
則
が
、
動
揺
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
関
係
の
た
だ
な
か
で
、
た
だ
ち
に
強
回
な
基
礎
を
獲
得
す
ro



!
ー
に
役
だ
て
る
よ
う
に
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主
王
義
者
が
農
民
と
む
す
び
勺
い
た
よ
う
に
、
勢
働
岩
は
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
1
}
と
む

す
び
つ
か
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
前
掲
書
一
一
六

l
t
頁
、
傍
尉
筆
者
一
。

プ
ル
ペ
ジ
ョ
ブ
革
命
士
長
終
白
革
命
と
み
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
乙
と
な
っ
て
、

の
本
領
は
永
績
革
命
諭
に
あ
っ
た
。
か
れ

b
に
と
っ
て
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
は
か
れ

b
の
終
局
目
標
て
あ
る
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
革
命
の

マ
ル
グ
一
〈
と
エ
ン
グ
ル
ス
の
プ
ル
グ
ョ
ナ
革
命
理
論

歴
史
的
必
然
心
不
可
依
心
前
提
僚
件
て
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
し
て
プ
ル
ジ
ョ

7
革
命
が
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
革
命
に
と
っ
て
心
歴
史
的
に
必
然

的
長
経
過
賄
て
あ
る
か
ぎ
り
、
プ
ロ
レ
グ
リ
7
l
r
は
ア
ル
ジ
ョ

7
革
命
に
賞
践
的
に
参
加
し
友
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
主
髄
的
に

あ
っ
て
、
同
時
に
運
動
の
未
来
を
代
表
L

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
士
プ
P

レ
ダ
リ
ア
革
命
に
将
化
さ
せ
た
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
プ
ロ
レ
グ
り
ア
ー
ト
は
「
現
在
の
運
動
の
な
か
に

(
前
出
)
し
怠
け
れ
ば
左

b
な
い
か

b
で
あ
っ
た
。

己
の
永
続
革
命
白
磁
術
が
こ
こ
亡
ほ
ほ
完
成
の
坊
に
達
し
て
い
る
。
プ
ロ
レ
グ
リ
ブ
ー
ト
は
小
フ
ル
ジ
ョ

7

・
農
民
と
と
も
に
プ
ル

ジ
コ
寸
革
命
士
、
モ
し
て
農
業
プ
ロ
レ
ク
リ

7

I
ト
と

ιも
に
プ
ロ
レ
グ
リ

7
革
命
を
貫
徹
す
る
ー
ー
し
か
も
プ
ロ
レ
夕
日

7

l
ト
に

よ
る
プ
ル

3
3
7
革
命
の
指
導
の
理
論
に
き
わ
め
て
接
近
し
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
グ
ル
ス
は
こ
こ
で
プ
ル
チ
ョ
ア
革
命
期
に
お

け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
|
}
白
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
か

b
白
濁
立
性
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

エ
ン
グ
ル
ス
「
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
」

(
一
八
五

O
年
)

エ
y
dク
ル
ス
は
、
=
一
月
革
命
の
経
験

t
F
イ
ツ

D
最
初
の
プ
ル
J
J

ョ
7
革
命
て
あ
る
一
五
二
五
年
の
バ
イ
ツ
農
民
戦
争
と
封
比
し

τ、

整
理
し
た
。
農
民
戦
手
の
と
き
か

b
「
三
百
年
の
年
月
か
す
ざ
さ
口
、
そ
し
て
多
く
む
こ
と
が
か
わ
っ
た
。
し
か
し
農
民
戟
季
は
こ
ん

に
ち
心
苦
々
の
一
闘
争
か
ら
り
て
う
か
け
は
な
れ
て
い
な
い
。
た
た
か
う
べ
き
敵
は
い
ま
も
な

b
た
い
て
い
沿
な
じ
で
あ
る
。

一
八
四
八
年

マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ヌ
の
フ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
理
論

部
七
十
六
各

主王

ヨ工

第
三
鵠

王



マ
ル
ク
ス
U
エ
ン
ゲ
ル
ス
白
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
草
骨
理
論

第
七
十
六
巻

-
五
六

第
三
一
揖

~ ノ、

と
四
九
年
に
い
た
る
と
こ
る
て
う
ら
ぎ
っ
た
諸
階
級
と
階
級
分
沃
昔
、
吾
々
は
、
す
て
に
一
五
三
五
日
唱
に
、
い
つ
モ
う
ひ
く
い
程
展
段

階
に
な
hr
て
と
あ
る
が
、
や
は
り
裏
切
者
と
し
て
み
い
だ
す
て
あ
ろ
う
」

(
『
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
』

l
i問
民
文
庫
版
二
八
頁
)
。

ム
ン
グ
ル
ス
は

F
イ
ツ
農
民
戦
争
に
沿
け
る
階
級
闘
争
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る

1
l

「
三
大
陸
管
。
第
一
、
す
な
わ
ち
保
守
的
・
カ
}
リ
ッ
グ
陣
営
に
、
現
状
の
維
持
を
利
盆
と
す
る
い
っ
さ
い
の
要
素
、
そ
れ
ゆ
え
特
悶
擦
力
、
聖
職

諸
伎
と
一
部
の
世
俗
諸
侯
、
宮
め
る
貴
族
、
高
級
聖
職
者
お
よ
び
都
市
貴
族
が
あ
つ
ま
っ
て
い
た
の
に
た
い
し
、
市
民
的
に
穏
健
な
ル
ッ
タ
1
的
改
革

の
旗
の
ま
わ
り
に
は
、
反
針
波
中
の
も
て
る
要
素
、
す
な
わ
ち
下
級
貴
族
大
索
、
市
民
、
さ
ら
に
教
曾
財
産
の
没
牧
に
よ
っ
て
富
む
こ
と
を
期
待
し
こ

の
機
曾
を
帝
園
か
ら
の
い
っ
そ
う
の
間
立
を
か
ち
と
る
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
欲
し
た
一
部
の
世
俗
替
牧
主
で
も
が
、
あ
つ
ま
っ
て
い
た
。
最
後
に
、

農
民
と
平
民
と
は
、
あ
つ
ま
っ
て
革
命
的
熊
振
を
な
し
、
こ
の
波
の
要
求
と
理
論
と
は
ミ
ュ
シ
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
す
る
ど
く
レ
い
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
た
」
(
前
掲
書
五
二
頁
)
。

マ
ル
グ
ス
は
、
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
八
五
九
年
四
月
十
九
日
フ
y

サ

l
ル
の
戯
曲
『
フ
ァ
ン
ツ
・
フ
ス
ン
・
ジ
ッ
キ
シ

グ
ン
』
を
批
判
し
た
か
れ
の
手
紙
白
在
か
で

エ
ン
グ
ル
ス
白
い
ま
書
い
た
定
式
化
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る

1
l』

「
君
自
身
、
君
の
フ
ラ
ン
y
・
フ
ォ
シ
・
ジ
ッ
キ
シ
ゲ
シ
の
様
に
、
あ
る
程
度
ま
で
、
ル
1
テ
ル
的
日
路
土
側
の
反
抗
を
、
平
民
的
な
ミ
ユ
ン
ツ
ェ

ル
の
反
抗
運
動
以
ょ
に
お
く
と
い
う
外
交
的
な
訣
諺
に
陥
ら
な
か
っ
た
ら
う
か
」
(
改
桂
樹
版
マ
ル
ク
ス

nι

ン
ゲ
ル
ス
全
集
第
二
ニ
春
一
五
六
頁
)
。

封
建
制
に
封
ず
る
「
市
民
的
に
穏
健
在
ル
ッ
グ

l
的
改
革
探
」

-
「
ル

l
テ
ル
的
u

騎
士
的
反
射
沃
』
は
、
あ
た
か
も
三
月
革
命
に

お
け
る
プ
ル
ジ
ョ

7
3
!
と
ひ
と
し
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
ー
を
否
定
し
た
。
ル
ッ
タ
ー
に
よ
っ
て
、

「
紳
の
め
ぐ
み
に
よ
る
諸
侯
制
、

受
身
の
服
従
、
そ
し
て
農
奴
制
す

b
、
聖
書
に
よ
っ
て
型
化
さ
れ
た
。
農
民
一
撲
だ
け
て
た
く
、
ル
ッ
タ

1
自
身
が
こ
れ
ま
で
に
な
し

た
卑
俗
に
た
い
す
る
反
抗
す
ら
、
亡
こ
て
す
べ
て
否
定
さ
れ
た
。
民
衆
運
動
の
み
な
ら
ず
市
民
的
運
動
ま
で
も
、
己
う
し
て
諸
侯
に
買

り
わ
た
さ
れ
た
」

(
『
ド
イ
ツ
農
民
時
争
』

1

|
園
民
文
庫
版
五
八
頁
)
。
「
五
民
的

n
ミ
ュ

y
y
ェ
ル
的
反
封
源
」
ワ
ま
り
お
ち
ぶ
れ
た
市
民



ζ

手
工
業
山
城
人
と
日
雇
職
人
・
ル
ン
ベ

γ
ア
ロ
V

F

リ
ブ
ー
ト
た
ど
H
主
心
小
プ
ル
ジ
ョ
?
貯
と
プ
ロ
V

グ
リ
7

ト
と
の
一
先
祖
た

「
平
民
的
日
農
民
的
反
釘
祇
」
は
、
封
建
制
そ
の
も
の
を
根
底
か

b
革
命
し
よ
う
と
し
た
。
企
図
氏
の
ご
大
陣
静
へ
の
寸
分
裂
が

ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
し
ろ
b
こ

p
え
た
の
は
、
す
べ
て
の
身
分
か
ら
搾
取
さ
れ
亡

h
る
図
民
中
の
最
下
居
、
す
な
わ
ち
農
民
と
平
民
が
蜂

心レ

とコ起
し
た
と
さ
だ
け
で
あ
る
」

(
前
掲
寄
阿
国
頁
)
。

乙
の
よ
う
に
、
ェ
ン
グ
ル
ス
は
、
さ
を
に
述
へ
た
一
二
月
革
命
の
経
験
を
整
理
し
、
そ
れ
を

F
イ
ツ
農
民
鞍
宰
の
な
か
ど
検
討
し
て
、

プ
ル
グ
ョ
ア
革
命
に
お
り
る
「
ル
テ
ル
的
h

騎
士
的
立
場
」
と
「
ミ
ュ
ン
ツ
ェ
ル
的

u
平
民
的
立
場
L

・
「
平
民
的
H

農
民
的
立
場
」

モ
れ
は
さ
ら
に
『
ド
イ
ザ
農
民
戦
争
』
の
「
第
二
版
序
文
」
(
一
八
七
O
年
)
の
な
か
で
官
時
の

と
り
封
抗
関
係
を
析
出
し
て
き
た
が
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
常
時
の
階
級
関
係
を
つ
ぎ
の

Z
う
に
分
析
し
て
い
る

i
lプ
μ

レ
グ
リ
ブ
ー

ト
に
恐
怖
す
る
ブ
ル
ジ
ョ

7
ジ
は
、
「
ど
ん
な
値
段
て
ゼ
も
」
同
盟
者
に
「
自
分
を
賢
り
つ
け
た
」
が
、
モ
の
同
盟
者
は
「
軍
隊
と

官
僚
を
し
た
が
え
た
王
様
」
大
封
建
貴
族
、
回
令
貴
族
、
坊
主
て
あ
り
(
『
γ
イ
ツ
良
民
職
事
』
一
回
頁
)
、

ル
酌
U

騎
士
的
立
場
し
で
あ
る
。
己
れ
に
劉
し
、

あ
た
ら
し
い
情
勢
に
適
用
さ
れ

τい
る
の

こ
れ
を
要
す
る
に
「
ル

l
テ

「
一
生
た
だ
勢
倒
賃
金
に
の
み
た
よ
フ
て
く

b
す
階
級
ば
、
ド
イ
ツ
園
民
の
多
数
を

し
め
る
に
は
ま
だ
依
然
と
し
C
ほ
ど
遠
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼

b
は
同
盟
者
を
も
た
の
み
に
し
た
け
れ
ば
な

b
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

だ
け
も
と
め
る
。
」

は
、
た
だ
小
市
民
の
あ
い
だ
、
都
市
の
ル

Y

ベ
ン
・
プ
R

V

ク
リ
7

ー
の
あ
い
だ
、
小
農
民
お
よ
び
農
業
目
傭
持
働
者
の
あ
い
だ
て

と
り
わ
け
、
小
農
民
と
「
多
人
数
の
も
っ
と
も
自
然
の
同
盟
者
」
て
あ
り
社
合
主
義
士
て
と
も
に
あ
ゆ
め
る
農
業

日
傭
持
働
者
は
都
市
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
強
力
た
同
盟
者
で
あ
る
(
前
調
書
一
五
一
八
頁
)
。
こ
れ
は
「
平
民
的
日
農
百
的
反
釣
派
」

に
ほ
か
な

b
な
い
の

こ
う
し
て
マ
ル
ク
ス
日
エ
ン
グ
ル
ス
は
「
ル
ー
ブ
ル
的

u
騎
士
的
立
場
」
と
「
ミ
ュ
ン
ツ
A

ル
的

u
平
民
的
立
場
」

「
平
民
的

u

マ
ル
ク
ス
H
Z

ン
ゲ
ル
ス
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
理
論

第
七
十
六
巻

五
寸ゴ

第

掠

寸コ



マ
ル
ク
ス
U
L

ン
ザ
ル
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
理
論

第
七
十
六
巻

一
五
入

第
三
盟

/てら

農
民
的
立
場
」
と
の
謝
抗
理
論
を
ド
イ
ツ
農
民
鞍
岬
ず
か
ら
も
一
一
一
月
草
命
か
ら
も
一
八
七

O
年
心
ド
イ

γ
の
階
級
関
係
か
ら
も
ひ
き
だ
し

て
き
た
o

こ
の
謝
抗
理
論
は
、

マ
ル
ク
ス

H

t

γ

げ
ゲ
ル
ス
に
と
っ
て
、
フ
ル
日
ョ
ナ
革
命
運
動
金
躍
に
通
ず
る
基
礎
理
論
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
そ
れ
ば
ま
た
レ

1
ニ
Y
D
プ
ル
ジ
ョ

7
革
命
理
論
む
精
槌
ゼ
あ
る
『
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
ご
つ
の
戦
術
』
の
原
型
と
な

っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
レ

l
=
y
の
努
農
同
盟
諭
白
原
型
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

詰

レ

1

ニ
ン
は
白
b
自
分
の
野
良
同
盟
論
を
マ
ル
ク
ス

n
z
ン
ゲ
ル
ス
中
「
ミ
ユ
ノ
ヅ
ェ
ル
的
H
平
民
的
立
場
」
摘
に
さ
か
の
ぼ
b
せ
て
い
る
G

か

れ
同
一
八
五
え
年
四
月
一
九
目
的
一
Y

ッ
サ
1
ル
あ
て
の
マ
ル
ク
ス
の
手
祇
を
引
用
し
た
が

L
、
「
重
要
な
と
と
は
、
マ
λ

ク
ス
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
と

も
に
『
ル
ッ
タ
I
的
目
騎
士
的
』
(
二
十
世
犯
は
じ
め
の
ロ
シ
ア
語
に
置
せ
ば
自
由
主
義
的
地
主
的
)
反
針
鼠
を
『
平
民
的
日
ミ
ュ
ン
ツ
エ
ル
的
』

(
同
じ
よ
う
に
在
せ
ば
プ
ロ
レ
タ

y
ア
的
H

農
民
的
)
反
針
祇
よ
り
優
先
す
る
と
い
う
と
左
ど
明
白
な
誤

p
と
考
え
て
、
官
官
民
主
主
義
者
に
と

ワ
て
絶
封
に
不
適
賞
な
こ
と
だ
と
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
(
一
九
一
一
年
執
筆
の
『
選
翠
闘
争
の
原
則
的
諮
問
題
』

1
l
i

N
白
『
ロ

2
7
0
v
g
口
自
岳

E
民
?
同
出
品
切
凶
器
l
酔

Z
P
)
。

四

社
曾
民
主
黛
批
剣

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
心
ブ
凡
ジ
ョ

7
平
命
理
論
は
、
基
本
的
に
は
、
二
本
の
足
の
う
え
に
た
っ
て
い
る
|
|
一
本
の
足
は
永
続

革
命
論
て
あ
り
、
も
う
一
本
心
足
は
「
ル

l
テ
ル
的
日
騎
士
的
立
場
」
と
「
平
民
出

n
農
民
的
立
場
」
と
の
封
抗
論
で
あ
っ
た
。
乙
の
一

レ
1
一二
J
D
プ
ル
ジ
ョ
寸
革
命
理
論
に
後
展
し
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
が
、
わ
た
し
は
レ

l
=
y

二
本
の
足
は
み
ご
と
に
統
一
さ
れ
て
、

む
基
礎
と
な
っ
た
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
グ
ル
ス
白
フ
ル
ジ
ョ

7
革
命
理
論
白
一
一
本
の
足
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
た
か
を
、
わ
た

L
は
こ
れ

ま
ぜ
あ
と
づ
け
て
き
た
。

つ
ぎ
に
、
わ
た
し
は
、
少
し
方
向
を
よ
か
え
て
、
ト
イ
ツ
心
祉
命
自
民
主
蛍
か
が
ど
の
よ
う
に
マ

λ
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
ブ
ル
チ
ョ
寸
革



命
理
論
を
ゆ
が
め
、
そ
し

τ
マ
ル
ク
ス
と

z
y
r
ル
ス
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
笠
山
に
た
い
し
て
た
た
か
っ
た
か
、
を
あ
き

b
か
に
す
る

こ
と
と
す
る
。
い
ま
ま
で
遁
り
簡
単
に
紹
介
す
る
と
W
う
方
法
を
と
る
U

マ
ル
ク
ス
「
ド
イ
ツ
捗
働
者
蕪
綱
領
評
注
』

二
八
七
五
年
)

営
時
存
在
し
て
い
た

F
イ
ツ
の
三
ヲ
の
発
働
者
組
織
|
|
マ
ル
ク
ス
主
義
者
白
リ

l
プ
グ
ネ
ヒ
ト
と
ベ
ベ
ル
が
指
導
し
た
吐
曾
民

主
持
働
葉
(
い
わ
ゆ
る
7
イ
ゼ
ナ
ァ
ハ
源
)
と
ラ
ァ
ザ
|
ル
主
義
の
ド
イ
ツ
勢
働
組
同
盟
と
が
、
一
八
七
五
年
ゴ

l
F
大
台
て
合
同
し

て
F
イ
ツ
一
位
曾
主
義
勢
働
黛
を
組
織
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ゴ
|
グ
綱
領
主
採
用
し
た
。
こ
の
ゴ
グ
削
領
は
ま
っ
た
く
ラ
ァ
サ
|
ル
訳
の

影
響
心
も
と
に
つ
く
ら
れ
、
し
か
も
マ
ル
ク
ス
主
義
沃
の
寸
イ
ゼ
ブ
ッ
ハ
汲
は
ま
っ
た
く
ラ
ッ
サ
ル
祇
に
屈
服
し
た
の
て
、

マ
ル
グ

ス
は
己
こ
に
か
か
げ
た
『
ド
イ
ツ
品
目
働
者
築
制
領
評
注
』
を
か
い
て
逐
保
山
に
こ
れ
を
批
判
し
、
エ
ン
グ
ル
ス
も
ベ

l
ベ
ル
と
プ
ラ
y

ケ
あ

τの
手
紙
の
な
か
で
大
細
川
的
に
マ
ル
ク
ス
と
同
じ
批
判
を
し
て
い
る
。
マ
ル
グ
ス
の
批
判
は
コ
グ
綱
領
を
一
つ
一
つ
順
番
に
批

制
し
て
い
る
が
、
こ
こ
て
は
プ
ル
ジ
ョ

7
革
命
に
闘
す
る
も
の
だ
け
を
紺
介
し
よ
う
。

マ
ル
ク
ス
は
綱
領
の
政
治
的
要
求
に
つ
い

τ書
い
て
い
る
|
|

「
綱
領
の
政
治
的
要
求
は
、
普
通
選
翠
様
、
(
人
民
に
よ
る
)
直
接
立
法
、
人
民
の
司
法
、
民
兵
制
な
ど
の
、
古
い
言
い
な
ら
わ
さ
れ
た
民
主
、
主
義

的
な
万
語
よ
り
ほ
か
に
、
な
に
も
ふ
ん
で
い
な
し
己
「
し
か
し
、
わ
す
れ
ら
れ
た
執
が
一
つ
あ
る
。
ド
イ
ツ
品
川
働
者
黛
は
『
今
日
の
民
族
問
家
』
し
た

が
っ
て
自
分
の
閤
家
で
あ
る
プ
官
シ
ャ
H

ド
イ
ツ
帝
図
の
内
部
で
活
動
す
る
之
、
は
っ
き
り
宣
言
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
業
は
主
要
な
こ
之
を
わ
す
れ

て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
実
し
い
が
ら
〈
た
は
、
い
わ
φ
る
人
民
、
子
桝
借
り
承
認
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

し
た
が
っ
て
た
だ
民
主
共
和
制
下
に
お
い
て
の
み
越
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
」
(
『
努
働
者
譲
網
制
問
題
』
|
|
悶
民
文
庫
版
五
六

七
頁
)
。

マ
ル
ク
ス
品
エ
ン
F
ル
ん
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
草
帝
理
論

第
七
十
六
巻

五
ヅL

第
三
頭

ブL



γ

ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
理
論

第
七
十
六
巻

一六
O

第

盟

0-

民
主
主
義
的
諸
要
求
を
か
か
げ
た
が

b
民
主
共
和
関
心
要
求
を
す
て
る
こ
と

l
i民
主
主
義
的
諸
要
求
が
「
軍
事
的
専
制
主
義
て
し

か
た
い
園
出
掛
」
の
も
と
で
合
法
的
手
段
ゼ
質
現
さ
れ
る
こ
考
え
る
こ
と
、
こ
う
し
た
ラ
y

サ
l
ル
源
心
考
え
方
は
、
こ
の
綱
領
の
な
か

ゼ
、
今
日
の
「
図
家
の
梢
助
」
を
う
け
て
社
合
問
題
主
解
決
す
る
と
い
う
表
現
て
結
晶
さ
れ
て
い
る
。
ヲ

γ

十
|
ル
と
一
フ
ッ
十

l
針
決

は
「
軍
事
的
専
制
主
義
岡
家
」
の
も
と
で
弊
働
者
階
級
は
解
放
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
(
前
掲
寄
主
三
|
凹
頁
、
七
一
二
頁
)
。

さ
ら
に
こ
の
綱
領
は
、
身
働
者
階
級
「
に
た
い
し
て
そ
の
他
の
す
べ
て
の
階
級
は
た
だ
一
つ
の
反
動
的
大
罪
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
」

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
パ
リ
・

2
y
ミ
ュ

l
ン
む
よ
う
友
プ
ロ

V
F
リ
7
革
命
に
は
通
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
フ

ル
ジ
ョ

7
革
命
に
は
誼
用
し
た
い
。
プ
ル
ジ
司
ア
日

l
は
封
建
貴
族
と
む
た
じ
反
動
的
階
級
て
は
な
い
し
、
現
に
こ
の
綱
領
の
民
、
工
、
王

義
的
諮
要
求
心
大
部
分
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
と
一
致
し
て
い
る
。
ラ
ッ
サ
!
ル
と
ラ
ッ
サ

i
ル
派
は
プ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
を
封
建

貴
族
と
同
一
視
し
て
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
づ
て
、
賞
際
に
は
ユ
ン
カ

l
c
代
表
ピ
ス
マ
ル
ク
と
同
盟
し
て
い
た
(
前
掲
害
凹
七
四
八
頁
。

な
担
六
九
頁
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
紙
参
照
)
。

こ
の
綱
領
は
、
盛
津
山
の
民
主
主
義
的
諮
要
求
、
プ
ロ
レ
グ
リ
寸
酌
外
貌
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
も
プ
ロ
レ
グ
リ

7

革
命
‘
を
も
ね
ぐ
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
そ
れ
は
反
革
命
ピ

1

マ
ル
ク
白
援
護
射
撃
で
あ
っ
一
た
の
で
あ
る
。

匡
マ
ル
ク
ス
uu

エ
シ
ヂ
ル
ス
位
、
さ
を
に
遮
ベ
た
一
八
五
九
主
!
四
月
+
九
日
目
ラ
ッ
サ
1
ル
あ
て
の
手
紙
の
た
か
で
、
ラ
ヅ
ザ
1

ル
を
「
ル
1

一アル

的
H

騎
士
側
」
の
立
場
、
と
と
で
い
う
ピ
ス
マ
ル
ク
的
立
場
に
た
つ
も
の
と
非
難
し
て
い
る
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
一
八
六
五
年
の
「
プ
ロ
シ
ヤ
軍
事

問
題
k
ド
イ
ツ
労
働
者
業
』
の
な
か
で
、
「
資
本
家
の
惑
は
は
た
え
ず
い
う
が
、
封
建
主
義
者
に
た
い
し
て
は
い

F
E
の
乙
と
ば
一
つ
い
わ
な
い
人

」々

E
、
暗
に
ラ
ッ
サ
1
ル
を
攻
撃
し
て
い
る
(
マ
ル
ク
ス
日
エ
ン
ゲ
〆
ス
選
集
第
二
一
砦
四
六
頁
、
た
お
五
八
・
六
八
頁
な
ど
参
照
)
。
こ
こ
で

紹
介
し
た
マ
ル
ク
ス
『
ド
イ
ツ
葬
働
者
説
綱
嗣
許
注
』
は
フ
ッ
子
i
ル
正
ラ
ヅ
サ
1

ル
祇
に
狩
す
る
最
初
の
公
然
た
蝉
系
的
批
判
で
あ
る
。
な
布
一
フ

ァ
サ
1
ル
と
同
じ
傾
向
は
民
E
祇
脅
主
義
で
あ
う
て
、
そ
れ
は
は
わ
く
『
ド
イ
ツ
a

イ
ヂ
す
ロ
ギ
l
』
・
『
北
〈
置
議
宣
言
』
一
一
一
町
ど
で
徹
底
的
に
批

列
さ
れ
て
い
る
。



エ
ン
グ
ル
ス
「
一
八
九
一
年
の
社
曾
民
主
麓
綱
領
草
案
白
批
判
』

(
一
八
九
一
年
〕

グ
綱
領
が
改
訂
さ
れ
る
」
と
と
な
っ
た
門

下
イ
ツ
祉
人
官
民
主
窯
内
部
に
h
お
け
る
マ
ル
ク
エ
主
義
紙
は
失
第
に
つ
よ
く
な
り
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
さ
き
の
『

F
イ

y
労
働
者
窯
綱
領
評
注
』
を
公
表
示
J

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

一
八
九
一
年
白
エ
ル
フ
ル
ト
大
曾
て
さ
き
の
ゴ

l

b
か
く
hv
わ
ゆ
る
「
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
批
判
』
を
か
W
亡
、
モ
白
ま
ち
が

H
を
た
だ
そ
う
と
し
た
。

こ
の
エ
ル
ア
ル
ト
綱
領
は
な
が
え
世
凶
作
の
祉
舎
民
主
黛
綱
領
の
一
模
範
に
た
っ
た
も
の
て
あ
る
か

b
、
モ
の
構
成
主
簡
単
に
紹
介
す
る

己
と
と
し
よ
う
。
(
全
文
は
『
勢
働
者
説
綱
領
問
題
』
閏
民
文
庫
版
一

O
七
一
一
一
頁
)
。
エ
ン
ゲ
ル
λ

は
そ
の
構
成
を
三
つ
に
わ
け
て
い
る

l

趣
意
文
『
共
産
量
宣
言
』
の
第
一
章
と
第
二
章
に
相
蛍
す
る
。
賢
太
主
義
の
設
展
、
と
資
木
子
一
義
的
私
的
所
有
の
枇
曾
主
義
的
生
産
へ
の
時
換
の

必
然
位
、
社
曾
民
主
紫
O
務
局
的
任
務
。
た
だ
し
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
濁
裁
」
が
ぬ
け
て
い
る
。

政
治
的
要
求
『
共
鷲
賞
宣
言
』
の
第
四
章
お
よ
び
『
ド

f
y
に
お
け
る
県
産
業
の
要
求
』
の
政
治
的
部
分
。
ま
ず
こ
こ
で
は
政
治
的
嬰
求
が
プ
ル
シ

ョ
ア
草
命
中
一
め
ざ
す
か
プ
ロ
レ
タ
り
ア
革
命
を
め
ぎ
す
か
規
定
さ
れ
て
甘
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
置
際
上
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
出
ざ
す
政
治
的
要
求
が
フ

ロ
ν
タ
リ
ア
古
阜
市
を
め
ざ
L
て
い
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

経
済
的
要
求
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
共
産
誌
の
要
求
』
の
勢
働
者
の
要
求
に
相
蛍
す
る
部
分
が
く
わ

L
t書
か
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
網
領
と
ひ
と
し
く

プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
山
本
質
的
部
分
に
あ
た
る
農
業
綱
領
が
な
く
、
そ
の
黙
で
も
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
共
産
黛
の
要
求
』
か
ら
決
定
的
に
退
歩
し
て
い
る
。

Z

ン
グ
ル
ス
は
、

E
C
綱
領
の
政
治
的
部
分
、
つ
ま
り
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
政
治
綱
領
の
決
定
的
あ
や
ま
り
を
と
く
に
強
調
し
て
お

り
、
し
か
も
マ
ル
ク
ス
が
ゴ
グ
綱
領
に
つ
い
て
い
っ
た
ま
さ
に
そ
の
同
じ
貼
を
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
こ
の
き
わ
ど
い
、
だ
が
非
常
に
根
本
的
な
詩
献
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
p

「
第
一
の
黙
。
も
し
こ
の
壮
に
、
な
に
か
確
か
な
こ
と
が
め
る
と
す
叫
ば
、
そ
れ
は
、
わ
が
黛
と
勢
働
者
階
紋
ー
と
が
、
た
だ
民
主
的
共
和
制
の
形
態

の
も
と
で
の
み
支
配
権
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
己
と
で
あ
あ
。
こ
の
民
主
的
共
和
制
は
、
す
で
に
ブ
ラ
シ
ス
大
革
命
が
し
め
じ
た
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
u
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
草
命
理
論

事
七
十
六
巷

ー」ノ、

事

蹴



マ
ル
ク
ス
U

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
週
前

第
七
十
穴
住

占/、

第

草島

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
鍋
裁
の
た
め
の
特
有
の
一
形
態
で
さ
え
あ
る
。
」

代
表
機
関
の
手
に
集
中
せ
よ
と
い
う
宴
求
」
で
も
よ
い
。

「
第
二
の
賄
、
ド
イ
ツ
の
玖
編
。
一
方
で
は
小
邦
分
立
駅
出
を
と
り
の
ぞ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
引
は
、
特
有
の
プ
ロ
シ
ャ
精
紳
が
ド

イ
ツ
を
重
医
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
よ
う
に
、
プ
ロ
シ
ャ
は
存
在
を
宇
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
自
治
州
に
解
消
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
の
考
え
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
1
}
が
つ
か
う
こ
1r
が
で
き
る
の
は
、
車
一
不
可
分
の
共
和
薗
の
形
態
だ
け
で
あ
る
」
(
円
労
働
者
集
綱
領
問

題
』

1
l闘
民
丈
庫
版
九
七
1
丸
九
至
。

己
の
一
一
つ
り
黙
は
「
本
来
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
乙
と
だ
が
、

も
し
こ
れ
を
い
れ
た
た
め
危
険
が
お
こ
る
土
す
れ
ば
、

「
全
政
治
権
力
を
人
民

モ
じ
に
は
堂
首
か
れ
℃
い
な
い
。

た
と
え
こ
れ
ら
の
一

O
傑
の
要
求
が
全

ド
イ
ツ
杭
舎
民
主

(
前
調
呑
九
五
頁
)
。

部
い
れ

b
れ
℃
も
、

そ
の
主
要
目
標
そ
の
も
の
は
け
っ
し
て
達
成
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」

窯
は
こ
れ
ほ
ど
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
批
判
さ
れ
て
も
、

z
y
Jゲ
ル
ス
り
意
見
を
採
用
し
よ
う
と
し
な
か
ワ
た
し
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
は
そ
の
「
エ

ル
フ
ル
ト
綱
領
解
説
』

ド
イ
ツ
祉
曾
民
主
葉
は
、
個
々
白
期
て
マ
ル
ク
ス
主
義
的
表
現
を
と
り
友
が
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
基
本
綱
領
て
あ
る
プ
ロ
レ

F
リ
ブ
ー
ト
U
潤
裁
を
ぬ
か
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
志
向
す
る
政
治
的
要
求
を
民
主
共
和
閣
の
基
本
要
求
に
む
す
び
つ
け
な
い
で
、

フ
ル
グ
ョ

7
革
命
を
志
向
す
る
政
治
的
要
求
が
あ
た
か
も
プ
ロ
レ
タ

H
7
l
ト
の
勝
利
を
も
た
ら
す
よ
う
に
あ
ざ
む
い

τ
い
る
の
で
あ

る
。
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
り
理
論
に
は
、

(
改
謹
文
庫
)
の
七
な
か
で
、
こ
の
勲
陀
言
及
し
工
う
と
し
な
か
っ
た
。

一
般
に
異
質
の
プ
ル
ジ
ョ

7
革
命
理
論
が
た
〈
、
さ

b
に
は
そ
り
基
底
と
な
る
園
家

理
論
が
た
い

レ
l
ニ
ン
を
ま
た
な
い
で
、
第
二
イ
ン
グ

l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ひ
と
び
と
が
ふ
り
ま
わ
す
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
グ
ル
ス
が
ま

さ
し
く
そ
の
鮪
て
第
二
イ
Y
グ
l
ナ

シ

ョ

ナ

ル

の

日

和

見

主

義

を

非

難

し

て

い

る

白

て

あ

る

。

「

こ

山

よ

う

に

モ

の

と
き
の
目
前
の
利
害
の
た
め
に
重
大
在
主
要
翻
黙
を
わ
す
れ
る
己
と
、
こ
の
よ
う
に
後
日
の
結
果
を
考
慮
せ
ず
に
瞬
間
の
成
功
を
も
と

め
ね
ら
う
己
と
、
こ
の
よ
ろ
に
運
動
白
現
在
白
た
め
に
蓮
勤
の
宋
火
を
犠
牲
に
す
る
己
と
枚
、
・
:
や
は
り
日
和
見
主
義
て
あ
る
し
、

(

前

掲

脅

丸

七

頁

)

と

さ

と

し

て

い

る

。

一

九

五

五

年

一

月

稿

エ
ン
グ
ル
ス
は
、

ま
た
つ
ね
に
モ
う
だ
ろ
う
」




